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 Zusammenfassung  :
  In der vorliegenden zweiten Halfte dieser Arbeit werden weitere verschiedene Texte  fiber das  Japahbild der deutschen Mittel-  und 
Spataufklarung  ubersetzt  und erlautert. D.h.;  III.  Allgemeine Historie der Reisen zu Wasser  und zu Lande usw. Bd.21 (1753) (eine 
Fortsetzung der ersten  Halfte), IV. Johann Georg Zimmermann, Von dem  Nationalstolze (1766),  V-1. Johann Gottfried Herder, Ueber 
Erkennen  und Empfinden in der menschlichen Seele  (1774),  und V-2. Ders., Ideen zur Philosophie der Geschichte d r Menschheit (1884-91). 
Durch diese  Ubersetzung werden Materialien  fiir  griindliche Forschungen  fiber die Gestaltung des historischen Japanbild in Deutschland 
bereichert.  Fiir die  "Humanitatsforschung"  und das "interkulturelle Verstehen" scheinen einerseits Zimmermanns psychoanalytische 
Kritik an der japanischen Nationalstolz  und andererseits Herders klimatologischer Vergleich zwischen Japan  und China als 
exemplarischer Versuch noch heute von  groBerer Bedeutung.
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0.批判的な日本紹介か ら人間性の探求へ
【文献渉猟の徹底と批判精神の威力】《水陸旅行叢書》
に収められた日本関連の記事を読み進めると,ケ ンペ
ル 『日本誌』に対す る批判的な評価に出くわす。それ
は主に 〔時代的にはケンペル より後の〕シャルル ヴォ
アの著作に依拠 してのことであり,ケ ンペルの日本で
の交際ぶりや 日本人理解の表層性を突いたものとして
興味深い。それはこの叢書の編者が文献渉猟を徹底 し,
それに裏打ちされた批判精神を発露 したものと見れば,
ドイツ啓蒙主義の精神に恥 じないものである。だが,
ケンペル批判の当否を見定めるためには,当該の諸文
献に即 した慎重な検討が必要 となろう。
【才気換発な医師による日本的心性の分析】ツィンマ
ーマンの人 と思想は,これまで我が国ではほとんど紹
介されたことがない。彼の日本人論にも啓蒙主義的な
批判精神が横溢 しているが,そ れは鋭利な人間性の分
析であると同時に,勢い,暴 走 しかねない危 うさを宿
している。たしかに,「人間の虚栄心はこのような無知
によって養われ,ま た同 じこの無知が,他 人を蔑視す
る人の軽蔑心を生む一方で,他 人を軽蔑する人はまた
他人か らも軽蔑されるのである」(76頁)とは至言で
ある。だが,「日本人は心の中に,或る種の特別な偉大
さを有している。 日本人は生命を軽蔑しているが,自
殺 となると,日本ではイギリスやスイスの場合よ りも
遥かに蔑まれる」(同)とい う日本人の 「自殺の蔑視」
の説は,は たして当を得たものであろ うか。
【風土学に定位 した包括的な人間性探求】独 自の風土
学を展開したヘルダーの場合には,一方では地理や歴
史の知見を踏まえた科学的な考察態度が,そ して他方
ではロマン主義に通 じる文学的な志向が際立っている。
彼の 日本観で特徴的なのは,「中国との対比」の徹底で
あろう。なるほど両国の国民性に関する詳細な分析を
欠くとはいえ,「美化 された動物学はその 目的に反 し
ている。美化された人間学も同じことである」(81頁)
や 「我々は,地 球の生きた観相学と人間学を手に入れ
ることができるであろう」(同)とい う文言には,まさ
に 「人間性(Humanitat)」の探求に生涯を賭けたヘル
ダーの意気込みが感 じられる。
皿.ケ ンペル 『日本 誌』 の批 判 的な 受容 と
日本像 の刷 新 一 《水陸旅行叢書》第11巻
(1753)[翻訳 と注解:中 澤 武,中 澤 孝子]
[第4節 日本の政治体制]日 本の君主は有力者たち
をひとまず服従させた うえで,今 度はいかにして彼 ら
をその服従状態に留めておこうかと,昼 も夜も企てを
めぐらせている。 この君主は,有 力者たちの力を弱め
るために,彼 らの領地を分割 し,彼 らの意図の裏をか
いて彼 らの間に不和を引き起こそ うと,思いつく限 り
のあらゆる手だてを講 じるのである。 日本の君主は,
その宮廷に仕える各人に細君を世話 してやるのである
が,こ の皇帝の手から婦人を受け取ったならば,こ れ
をきわめて恭 しく遇 さねばならない。彼女のために専
用の宮殿が建てられ,数 多くの従者が彼女に当てがわ
れる。彼女の身の回りの面倒をみるために,娘 たちが
非常に慎重に選び出され,こ の娘たちは特別に従順で
行儀良く奉仕 しなくてはならない。彼女たちは女官に
監視されなが ら16人ずつの組に分けられ,1組 ごとに
交替 して奉仕に当る。また,各組はそれぞれ,別 の色
の着物をま とっている。国中で最も高貴な身分の氏族
から選ばれた侍女たちの中には,15年から20年,それ
どころか一生奉公する者も多い。彼女たちは一般にか
な り年少の うちに奉公に上がって,年 季が明けると身
分相応の結婚をする。
このような国情をどの面から見ても,日本国がその
総支配者によって高度の独裁的手法で支配されていて,
また,こ の専制的な政治体制をそれが導入された とき
と同じ仕方で,っ ま り権謀術数をもって維持 しようと
企てていることが分かる。 〔以下,省 略〕
日本の法律は皇帝の命令 と幾つかの大昔から受け継
がれた法 とから成っており,この法律に関して訴訟を
起こすことのできる裁判所などまったく存在 しない。
ところが領主たちや有力者たちは,こ のような厳格な
法制度の適用を通常は免れている。もしも彼 らが有罪
を宣告されるようなことがあれば,彼 らは宮廷の命令
で,あ らかじめ定められた2っ の島のうちの1つ に追
放される。だが,彼 らが死刑に処せ られる場合は,そ
の刑罰は割腹の刑であり,も しもこのとき,皇帝から
の恩赦が得られないと,さ らに血縁者すべても彼 らと
共に来世に旅立たねばならない。罪人に慈悲が与えら
一64一
ドイツ啓蒙主義の 日本像に関する各種文献の翻訳(後 編)
れる場合には,こ の罪人に最も近い者が許可を得て,
自分の家でこの罪人を処刑することができる。そして,
この死刑方法では死刑執行人が少しも非難されないの
と同じく,処刑された者もまた,そ れ以上に非難され
ることはない。とはいえ,他人の手によって死なねば
ならないというのは,いつでも多少の恥 となるもので
ある。さて,大 抵の場合,死 罪になる者は自ら腹を切
る許 しを請 うものである。この罪人は,そ のような慈
悲が与えられたときには,血縁者や親友を呼び寄せ,
高価な衣装を身に付けたうえで,現在の心境について
言葉を選んで演説をする。それが終わると,彼は喜び
の表情で腹を露出し,十字に刀を入れる。 この死刑方
法はどのよ うな種類の,また どれほどひどい犯罪でも,
その罪を帳消しにすることができる。それ どころかそ
の罪人は,そ れ以降,勇者 と見なされるのである。彼
の血縁者にはまったく汚名が着せられないし,その財
産も奪われない。身分の低い人々が受ける一般的な死
刑は,礫 の刑か火あぶ りの刑であるが,と きには斬首
刑に処せ られた人々もいれば,刀 で体をばらばらに切
断される場合もある。このようにして厳格に死刑が執
行されることによって,帝 国のあらゆる階層に属する
人々にその義務を守 らせるとい う点では,分 厚い法典
よりも遥かに大きな効果が得 られるのである。 ところ
で,どのような領主でも,あ るいは支配層に属するど
のような人物でも,それ どころか,一家の父であれば
誰であっても,その管轄権の及ぶ範囲で争い事が発生
し,これが仲裁を通 して調停 されなかった場合には,
どのような争い事についても最終的な判決を下すのは
彼 らであり,その判決には控訴の余地が全然ない。係
争中の事例が法律に明記 されていない場合,彼 らは常
識に従って判決を下す。皇帝の発する布告は常にとて
も短い。 どうしてその命令が出されたのかを説明でき
るような根拠は,ま ったく書き加 えられていない。い
やそればか りか,君 主が刑罰や死刑方法の決定までも
尚書官に委ねることも珍 しくない。この短 くまとめら
れた文体は,日本人にはかなり威厳あるものに見える
らしく,国主の公正 さや見識を少 しでも疑いなどすれ
ば,それは日本人にとって最 も罪深い犯罪になるらし
い。
[第5節 日本人の体型,服 装,教 育,学 問,芸 術 と
文字]中 国人と日本人とでは,容 姿の美醜に関 してお
互いに相手の方が醜いと主張する理由は乏 しい。少な
くとも,我々がこれまですでに何度か十分に敬意を表
しながらその説に言及した或る歴史家 〔前出のシャル
ルヴォア〕は,そ のように語っている。この歴史家の
言葉には,日 本人の容貌に関 して,鋭 い洞察を含んだ
さまざまな情報が集められているのが分かる。この歴
史家に言わせれば1概 して 日本人はかなり醜い奴等で
ある。 日本人は鉛色の顔をしていて,そ の目は小 さい
が,中国人ほど奥 目ではない。そのうえ日本人の脚は
不格好で,体格は中位よりも小 さい。 日本人の鼻は丸
みを帯びてかなり平たく,上を向いている。眉毛は太
く頬は扁平で,ごつごつ した顔っきである。また彼 ら
は,元々 ひどく薄い髭を,剃るか引き抜 くかしている。
とはいえ,こ の描写はあらゆる人に当てはまるわけで
はない。事実,高 貴な殿方たちは,大抵その性格にも
容貌にも不快なところは少 しもない。ひょっとしたら
彼 らには生まれつき或る種の上品な性質が備わってい
て,そ れがまったく自然に表面に現れているために,
それほど不格好には見えないのかもしれない。 日本女
性はすべての旅行者から美 しい と言われている。ケン
ペルは備前地方の女性はアジアの女性の中で最も美 し
いと考えているが,そ の一方で,日本女性はとても背
が小さいと述べている。またさらに,彼女たちは顔を
塗 りたくっているので,彼女たちが自然のままで本当
にとても美 しいのか,疑念を抱かれても当然であろう。
日本人の衣服は飾 り気がないが,そ の着心地はかな
りよい。有力者やいや しくも貴族たる者は,皆 その身
分の違いに応 じて,繊 細で金銀の花模様の織 り込まれ
た,八 丈島や鎌倉で仕上げられた絹製の長い上着を後
ろに引きずっている。首の周 りにはスカーフのような
小さな帯を付けている。また,さ らにもう1本の少 し
幅の広い帯を丈の長い補衿の上に締めているが,こ の
禰衿もまた高価な素材か ら作 られている。袖は幅が広
く,垂れ下がっている。だが,刀や短剣ほどに日本人
が贅を凝 らす物は他にない。彼 らは刀を2本 も帯に差
してお り,刀の柄や,し ばしば鞘までも真珠やダイヤ
モン ドで飾 らせている。一般市民は 一 彼 らはたいて
い商人や職人や兵士だが 一 ふくらはぎまでしか届か
ない着物を着ている。 この着物の袖 も,肘から先には
届かないほどの長 さである。つま り,肘から先は腕が
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剥き出 しなのだが,刀 だけは誰もがひとり1本ずつ,
大変よく手入れされたものを身に付けている。さらに
一般市民は,髪型でも身分の高い人々から区別されて
いる。 とい うのも,一般市民が後頭部の髪を剃ってい
るのに対 して,貴族は額の上の髪を剃って,残 りの部
分の髪は背中に垂 らしているからである。彼 らはこの
髪型が大変に美 しく,自分たちに似合っていると思っ
てお り,それでほとんどいつも頭に何もかぶ らずに歩
き回っている。 ところが,旅行の際に彼 らは麦藁ない
し竹で細かく編み上げられた大きな帽子をかぶ り,こ
れを綿の詰められた幅の広い絹紐で額の下にしっか り
結び付けている。女性 も男性 とまった く同じような帽
子をかぶっている。 この帽子は内側から外が透けて見
えるうえに軽 くて,い ったん濡れると雨を通さない。
男性がこの帽子をかぶると,遠 目から見て,大 きな覆
いが彼 らの短躯をほとんどまったく隠してしま うので,
これは確かにあまり見栄えのよい姿ではない。だが,
女性にはそのような帽子がよく似合 うので,市 中でも
女性はそれをかぶるのを常とする。
日本女性は一般に男性 よりも華美な衣装をまとって
いる。髪を結い上げているところはすべての 日本女性
に共通だが,身 分の違いによって髪の結い方も色々で
ある。身分の低い女性は大概,ス ペインやイタ リアの
女性が しているように,た だ頭の上で髪をまとめて,
櫛を刺 しているだけである。それに対 して,身 分の高
い女性は髪を編んで,そ れを背中に垂らしている。耳
の上には真珠や宝石のついた櫛を刺 し,耳には丸い形
の小さい真珠の飾 り物を付けていて,こ れがとても可
愛らしい感 じを与える。彼女たちの帯は幅が広く,花
や色々な模様で飾られていて,着 物の高価さに釣 り合
っている。この着物はたくさんの長い胴着か らな り,
その上にまた何寸か裾 を引きずった前開きの長いマン
トを羽織る。上記の胴着の数から,この着物をまとっ
た女性の身分の高さが分かる。百枚も着ている女性も
いるらしい。だが,こ の着物はとても薄くできている
ので,か な りの枚数を重ね着できるのである。さて,
最も高貴な身分に属する女性は,多 くの従者を従えず
1にはけっして外出 しない。こうい う女性が外出すると
きには,そ の後に多数の娘たちが従って,高 価なハン
カチやス リッパや,さ まざまな包みがいっぱい載せ ら
れた大きなお盆を携行する。奥様の傍には侍女たちが
付き添って歩き,或 る者は扇,別 の者は天蓋付きの高
価な縁取 りの施 された 日傘をもって行 く。キリス ト教
徒の女性は,教会に行 くときは,頭 に大きな帽子をか
ぶる。 これは顔が隠れ るばかりでなく,足元まで垂れ
下がっている。外国から導入 された習慣に従って,女
性は布をかぶ らずに教会を訪れることはできない。 し
かし,そのような訪問はしばしば許 されるのではなく,
年に1回 しか許 されていない。また,ど れほど距離が
短 くても,従者をともなって,乗 り物に乗せて運んで
もらうのである。
若者は,男性 も女性 も,年齢を重ねるに従って服装
を変える。若者は男女ともかな りの軽装で,大抵は好
んで被 り物なしで外出する。これには若者を早いうち
から寒 さに慣れさせ る意味もある。靴の代わりに若者
は一種のス リッパを履いていて,こ れはしっかりと結
ばれているのではなく,簡単に脱ぐことができる。そ
のような履き物は好みに応 じて鹿皮や藁や葦や竹で作
られ,非 常にうまく編まれている。
日本人は,子供の知力を高めるのによいことであれ
ば,何 事も疎かにしない。この点では性別は問題では
ない。 日本では教養のある女性は珍 しくない。少なく
とも彼女たちは,教養を身につけるための時間が足 り
ないとい うことはない。 というのも,彼女たちは公事
に関わるのを禁 じられているからである。女子教育は
一 男子の場合も同じ事だが一 心情の教育から始ま
る。かなり早 くか ら,子供たちは名誉心や理性を原則
として,そ れに即 して行動するように慣 らされる。そ
の後,子 供たちは国語を教えられる。つまり,うまく
話 した り,読んだり,文字を上手に書いた りすること
を学ぶのである。この書き方の習得に,日本人の子供
は特に熱心に取 り組む。その後,子 供たちは宗教の学
習へ と進む。これに続いて,子供たちは優れた論理学
を習い,そ れによって真 と偽 とを区別 し,正 しく推論
することを教えられる。最後に弁論術,詩作,倫理学,
絵画を学ぶ。これ らの技芸で日本人に勝る生得的才能
をもった民族は少ない。
日本人の想像力はとても優れている。そればかりか,
日本人は人間の心情を理解する技が並外れて優れてい
るだけでなく,人の心を感動 させる達人でもある。 日
本人の牧師による説教を聞いた多くの宣教師の証言に
よれば,日本人の説教ほど感動的で印象深 く,弁論術
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の真髄を究めた説教を他では1度 も聞いたことがなか
ったし,日本では多くの聴衆が感涙に咽ぶことも珍し
くないそ うである。このような弁論術と並んで,日 本
の詩芸術には特別な雅趣が見いだされる。だが 日本の
詩人たちは,演 劇作品においてその才能を最もよく示
している。 日本の劇作はちょうど我々のもの と同 じよ
うに幕や場に分けられてお り,序幕 も用意 されている。
序幕は作品全体についての概要を伝えるものであるが,
劇作の結末には触れない。なぜなら,結末が観客にと
って思いがけないもの として訪れるように,常 に心配
りをしているか らである。舞台の装飾は美 しく,作品
の性質に応 じて設定されている。劇の合間には,踊 り
や滑稽な寸劇などを観ることができる。いずれにせよ,
悲劇も喜劇も,例外なく道徳上の教えに関連 している。
悲劇の作風は荘重かつ厳粛である。悲劇では普通,非
常に気高い行為が演 じられる。
一般人向けの演劇では複数の作品が次々と上演 され,
その題材は神話や英雄諦から採 られている。神や英雄
の冒険や著名な行為,恋 愛物語が韻文に編まれ,じ つ
にさまざまな楽器の響 く中で踊りと共に歌い上げられ
る。幕間の出し物は短 く楽 しい。 さまざまな種類の道
化芝居が上演 され,或 るものは下らない事を話題にし
たり,他のものは言葉を喋らないでパン トマイムのよ
うに踊って,表 現したいと思 うことをちょっとした身
振 り手振 りやポーズで,し かも拍子に合わせて表現 し
ようとす る。舞台では普通,噴水や橋 家,庭,木々,
山,動物などが呈示されるが,す べては実物大の大き
さで,し かも場面をすばやく変えることができるよう
に設置されている。出演者は,大抵その演劇の上演に
出資している市街区出身の男の子だが,離 散家庭から
連れてこられた少女のこともある。彼 らは役の性質に
応じて衣装を着けるが,皆 とても華やかで美 しい。同
じ劇作を毎年繰 り返すのは禁 じられている。ケンペル
は,彼が長崎で観た演劇の上演 された劇場にっいて,
次のように記 している。「側翼付きの大きな寺院が,竹
筒を用いて建てられていた。その切妻風の壁は市の立
っ広場に面 しており,その屋根は藁 と柘植の枝で葺か
れていて,そ のためこの建物は物置小屋によく似てい
た。案の定,昔 の日本人の貧 しい暮 らしも演目に入っ
ていたのだ。この建物を正面から見ると,その傍らに
は大きな縦の木が立っていて,広 場の残 り三方は仕切
桟敷に区切られてお り,かなりの数の観客席が設えら
れていた。神官たちは,建 物の正面にちょうど向き合
って3段 になった座席に整然と座っていた。一番上の
座席は上級職の神官たちの席で,彼 らは黒い長衣をま
とい,権力の象徴として手に短い棒をもっているので,
それと分かる。2段 目の座席には,これより少 し下級
の神主たち(Canusis)が4人,白色の長い上着を身に
つけて,頭に黒い漆塗りの帽子をかぶって座っていた。
残 りの者は全員,だ いたい神主 と同じような服装だっ
た。寺院に属する従僕たちは頭に何もかぶ らずに,厳
めしい様子の主人たちの後ろに立っていた。広場の反
対側では,聖職者たちに向き合 う位置に,下 が剥き出
しの地面になっているところに少 し高めに天幕が張っ
てあり,そこに町の行政官たちが座を占めていた。彼
らの前には槍が立ててあった。 この日のような機会で
の彼 らの職務は,混乱を防ぎ,民 衆を抑えることにあ
る。これ らの行政官たちの傍 らには,大 勢の下級役人
たちがいた。」
前述のよ うに,大 がか りな演劇は,各 市街区の支出
で上演され るのであるが,こ の支出は毎年順番に1区
ずつ,或 る決められた回数になるまで行われる。ケン
ペルは,役者や舞台道具がいかに豪華な様子で登場す
るかを,祭 日の行列に喩えて我々に示 している。まず
最初に,市 街や市区の名前を大きな文字で書いた看板
が運び込まれるが,そ の上には,豪華な天蓋または絹
の 日傘が掲げられている。それから音楽隊が登場する。
おもな楽器は じっにさまざまな種類の笛で,こ れに幾
っかの手持ちの太鼓や大太鼓,鈴 が加わる。 日本人は
こういった楽器の響きがこのうえなく好きなのだが,
これはヨーロッパ人には耐えがたい。 日本人は体の動
きと踊 りにメロディー と歌い方を合わせる。 これはヨ
ーロッパ人の習慣 と比べると,その逆である。音楽隊
に続いて,舞 台装置および市街区の用意 した舞台装飾
が現れる。その中でも,か なり重い物は日雇い労働者
に運ばせ,その他の物はこの市街区に住む子供たちが,
きらびやかに着飾って持ち運ぶ。その後から役者たち
が登場 し,さ らにその後ろには該当市街区の住民全員
が正装で続 く。最後に,下 級身分に属する人々が大勢
で,2人 ずっ並んで座席や敷物をもって歩く。1つ の
市街区が披露する芝居は,普 通は約45分間続く。それ
が済むと,行列は来たときと同じ順番で帰って行くの
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である。
日本人の画家たちはまったく独自の画風をもっと考
えられてお り,その画風において彼 らはまったく比類
のない画家と見なされている。 日本人画家の筆致は非
常に繊細だが,彼 らは人物画よりも鳥や果物その他の
自然物に精魂を傾けている。彼 らは大抵,た だの薄い
紙の上に素描をする。3千 ない し4千クローネもの値
段で売れる作品も多い。 日本人画家の作品としてヨー
ロッパにもたらされているものは,ひ どい駄作以外の
何ものでもない。それにもかかわらず上記のような賛
辞を述べたからといって,これを法螺話だなどと思っ
てはならない。とい うのも,前述のような傑作は,日
本人の愛好家たちによって非常に大切に保管 されてい
るからである。
絵画の場合 とは違って,日本人の音楽には見るべき
作品はない。そもそも日本人はあまり音楽的才能に恵
まれていないので,日本の歌手にもその他の音楽家に
も,聞 くに値する者はいない。
日本人は多 くの本を書 くし,また日本には数多 くの
図書館がある。図書館所蔵の書物はどれも皆,歴 史学
や倫理学,宗 教論そして薬学に関する書物である。ケ
ンペルによれば,日本には土地に関する法規が多少あ
るとはいえ,法律学の書物が1冊 もないのは確かだそ
うである。また,ケ ンペルの言葉によれば,そ のよう
な土地関係の法規は,そ の数こそ多 くはないが,知恵
を絞って作 り上げられており,さ らに,こ の法規が少
しでも破 られると厳罰が下されるため,日本人はその
ような法規を厳格に守っているそうである。
聖職者がいつも頭を悩ませている 〔宗教の〕教義の
問題を別にすれば,日本人は特別に深 く考えなければ
ならない学問には興味がないように見える。彼 らは数
学や形而上学はおろか,自然科学の知識 も欠いている。
それ と同じく,天体についての日本人の知識 も貧しい。
日本人の知っている時代区分や 自然元素,1日 を時間
に分ける仕方や年数の数え方を見ると,彼 らが物事の
比較や計算において特別に優れているという印象は得
られない。
日本人は年代計算において3種類の算定法を用いて
いる。第1の 算定法 〔皇紀〕は神武(SynMu)という
初代天皇で始まるが,こ れは前述のよ うに紀元前660
年に当る。残 りの2種類の算定法は,日本人が中国人
か ら手に入れたものである。年号(Nengo)と呼ばれ
る算定法 〔元号〕は中国で発明され,日 本では第36代
の内裏(Dairi)の治世に導入 された。各年号は或る年
数だけ続くが,それが20年よりも永いのは稀で,大 抵
は20年以下である。内裏は1つ の年号を決め,これに
名称と文字を与え,それまでの古い年号と取 り替える
権限を有する。内裏は普通,例 えば国制や信仰に関す
る大変革のような重大な出来事のあった際に年号を改
め,年号を通 じてそうした出来事の記憶を永遠に伝え
ようとするのである。その他にも,年 号は主にカレン
ダーや皇帝の勅令,公 共の宣言,日 記や手紙で使用さ
れる。確かに年号は出版物の中でも用いられるし,そ
れが日本の歴史に関する出版物である場合には,特 に
よく年号が用いられる。だがそのよ うな場合,最 初に
述べた算定法を付け加えるのが普通である。新しい年
号は,た とえそれがしばしば何カ月か前に定められた
ものであっても,普通は新年に始められる。とはいえ,
新 しい年号が始まってからもなお,書 物の表題や手紙
にはしばしば古い年号が使われている。しかし,ケ ン
ペルの推測によれば,そ のような不統一は,国 民がそ
の年号に与えられた文宇に賛成 しないためか,ま たは
国が大きいので,年 号が一度に周知徹底できないこと
から生 じるのであろう。 日本で年号に次いで好まれて
いる中国の年代算定法 〔還暦〕は,60年を一周とする
循環からなり,一回りは12個の星座を表す文字の組み
合わせで構成 される。12星座の動物を表す文字を10要
素の文字 と5回組み合わせるか,あ るいは10要素を動
物 と6回組み合わせることによって,60種の合成語あ
るいは60種の記号が生まれる。 これらの各々が1年 を
意味する。60年周期が経過 した後には,ま た次の60年
周期が始まる。このよ うな年代算定法のおかげで,日
本の年代計算および歴史は中国のそれと常に一致する。
しか し両者の間には,中 国人が各々の年だけでなく
各々の年周期が幾つ目の周期であるかまで記録してい
るのに対 して,日本では年周期を数えないとい う違い
がある。ケンペルの意見によれば,こ の差異は単に 日
本人の思い上がりに由来するらしい。 とい うのも,日
本人が君主制を作ろうと思いつく以前に,中 国ではす
でに数え切れないほどの年周期が過ぎ去っていた,と
いう事実を目の当りにするのは,日本人にはきわめて
不愉快なことだからである。
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日本人が12個の干支(Jetta)と呼ぶ12星座 は,彼 ら
の言 うところに よれば,以 下の とお りで ある。1)鼠
(Ne)2)牛(Us)3)虎(1brra)4)兎(Ow)5)
竜(胎ts)6)鰍(Mi)7)馬(Uma)8)羊(T忌itsuse)
9)猿(Jesai)10)鳥(Tbrri)11)犬(In)12)豚
(F)。日本人は1日 を12時間 と し,ま た,そ の1時 間
を12等分 したものにも,こ れ らの名前 をこの順序 に従
って当て はめている。 このよ うな理 由で,日 付 ばか り
でなく,1時 間単位 の時刻,さ らには或 る事件 が起 き
たのは何時何分 であったかまでも歴史書 に記録 できる
ので ある。 ところで,日 本人 に とって昼 間は,日 の出
か ら日の入 りまでの時間 である。 この時 間を 日本人 は
等間隔 に6分 割 し,夜 も同 じく6等 分す る。 そこで 日
本人の1時 間 は,季 節 によって長 かった り短 かった り
す ることになる。
ところで,日 本 人に よれ ば 自然元素 は10個あるが,
これ は単 に,60年周期の 中で12星座 と組み合 わせ て用
い るた めに10とい う数 が必要 だか らにす ぎない。 とい
うの も,そ の よ うな場合以外 には,日 本人 は本来,5
つの元素 しか知 らないか らである。つ ま り,木,火,
土,金 属,水 の5要 素がそれ であって,こ れ らの各 々
に2つ の記号 を付 け加 えて12要素 を得 る。 日本 の1年
は冬至 と春分 との間の,ほ ぼ2月5日 頃 に始 まる。 と
ころで,日 本大 は新月 の祝 いにほ とんど迷信的 なまで
にこだわ ってい るた め,2月5日 前後 でこの 日に最 も
近い新月の 日に新年 を始 める。彼 らは月暦 〔大陰暦〕
のみ を用い てい るた め,2年 か ら3年 毎 に13カ月続 く
年 があ り,結 局19年に7回 の閏年が ある ことに なる。
日本の商人が用い る計算術 はとても簡単 だが正確で
ある。彼 らが計算 に用い るのは,一 種 の板 の上 に小球
の はま った棒 を置いた もの 〔算盤〕 である。 日本人 の
商人は この計算板 を用いて,加 減乗除 を中国人 と同 じ
よ うに一瞬 に して行 う。たぶ ん 日本人 は,中 国人か ら
この よ うな技術 を借 りて きたのであろ う。
日本人の 中で学が あるのは僧 たちである。僧 たちは,
14才になるまで彼 らのも とに留 まる若者 たちを,自 分
た ちの力だ けで教育 しなけれ ばな らない。 このよ うな
学校 は非常 に数 が多 い。 フランシスコ ・ザ ビエル の手
紙 を読む と,都(Meaco)の周辺 には当時4つ の学校
があって,そ の各校 に少 な くとも3千 人 か ら4千 人 の
生徒がい るそ うである。それ にもかかわ らず,全 国で
生徒数の最も多い足利学校(SchulezuBα%4%θ)の生徒
数は,それを遥かに上回っていたそうである。女子の
場合は,前記のような仕方で男子 と同じように 一 た
だし尼僧院で一 教育を受ける。
若者たちは両親の家に戻るとす ぐに,年齢に応 じた
鍛錬を始めさせ られる。若者には武器が与えられるが,
その際には儀式が行われ,その 日は盛大な祭 日になる。
このことか らも,日本国民には戦闘を好む傾向が強い
ことが見て取 られる。 日本人は,こ と戦争についての
知識に関しては,これをす ぐさま完壁に取 り入れる。
最初に銃器をこの国にもた らしたヨーロッパ人たちは,
日本人があまりにも素早く銃器の使い方を学び取った
ので,驚 きの目を見張ったのである。 日本人は誰でも
生まれなが らの兵士である。実際のところ,日本人は
本当は武器のことにしか関心がないのである。彼らは,
たとえ睡眠中であっても,けっ して武器を手放さない。
つまり,睡眠中でも武器を枕の下に置いているのであ
る。市中で刀を抜くことは非常に厳 しく禁 じられてい
るが,そ れにもかかわらず,日 本人はどのような些細
な機会にもすぐに刀を抜く。もしも市中での武器使用
がこの上なく厳格に禁 じられていなければ,大変な無
秩序が生 じることであろう。
日本国の歴史書は,内 裏の宮殿で編纂される。それ
は皇帝の一族に属する皇子 と皇女の仕事である。編纂
された歴史書は,写本が作 られはしても,或 る期間が
過ぎるまで印刷されずに宮廷で厳重に保管される。イ
エズス会の宣教師たちが,以 前に 「日本国の古史は,
それが物語るさまざまな出来事の重要性に鑑みて,必
ずその愛好者を見いだすだろう」などと請合 うことが
できたにもかかわらず,実 際には日本国の古史につい
て少 しも報告 していないのは,こ うした秘密保持のた
めである。
日本では薬理学が外科的治療よりも高く評価されて
いる。だが,我 々が 目にする旅行記の中には,日本人
が薬理学のみに頼っているという記述はまったく見つ
からない。む しろ日本の医者は,人 間の生命および健
康に関わる術を,そのあらゆる側面から治療に用いる
のである。 日本の医者は,引 出しが12個ある小箱を使
用人に携行させるが,こ れ らの引出しの各々には薬草
その他の薬が入った144個の小袋が入っている。そこ
から医者は,患者にちょうどよく効 く薬を取 り出すの
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である。 日本の医者は,中 国人 〔の医者〕と同じく,
非常に脈に精通している。 日本の医者に言わせれば,
脈を半時間も精確に診察したならば,病因だけでなく,
症状もすべて分かるのである。 日本の医者は薬をあま
り多量に処方 しすぎて患者に負担をか1けるといったこ
とはないが,彼 らの診療法は,ヨー ロッパではほとん
ど受け入れ られないであろう。彼 らは患者から採血〔潟
血〕するわけでもなく,何か煮沸 したものを患者に飲
ませるわけでもない。なぜなら,胃が弱っているとき
には何か手を加えた物でないと消化できない,と 日本
の医者は信 じているからである。彼 らは患者の気の向
くままにすべてを許可するが,そ れは,彼 らの意見で
は,い まのところ患者の体液は調和を崩 しているが,
患者の身体の自然 〔本性〕は何が自分にとって有用で
あるかを知ってお り,その他には何も求めないからで
ある。 日本人の医者は,入 浴を頻繁に繰 り返すことに
よって病気を防ぐとい う目標に向けて,最 大限に心を
配っている。 〔以下,3段 落にわた り省略〕
工芸の技術は日本全土でかな り盛んである。 こうし
た技術は中国から入ってきたものである。日本人の発
明した技術はわずかしかないが,日本人は入手した技
術をどれでもきわめて完壁に仕上げる力量がある。 日
本人は銅板画や金メッキ,そ して彫版技術の達人であ
る。 日本製の紙は中国製の紙よりもずっと良質で,ま
た八丈島(恥tsisio)や鎌倉で作 られる織物の美 しさや
繊細 さは,中 国人が一度も達成 したことのないもので
ある。 日本の陶器は秀逸なことで有名である。刀は比
類な く強靭である。 日本製の漆 〔器〕は他国製の どの
漆 〔器〕にも勝るし,また 日本以外の国では,ど こも
日本ほど丁寧に塗装の作業を行わない。 日本人は,飲
み物や料理の作 り方では,ど んなイン ド人をも上回っ
ている。だが,彼 らの器用さや勤勉 さは,何 よりも農
業によってよく示されている。農業にかけては,日 本
人はどれほど狭い土地でも活用せずにいないほどであ
る。
我々がこれまで日本人について観察 してきたことは,
すべて単に日本人の外見や彼 らによって習得 される練
達に関することだけであって,それ らは目本人の気質
を知ることには何も貢献 していない。ケンペルは,日
本人は知力の点で少 しも劣ったところのある民族 とは
思わない,と ～再ならず述べている。 しかし,上述の
ようなケンペル以後の歴史家 〔シャルルヴォア〕は,
このようなケンペルによる日本人像を不完全なものと
見な している。 この歴史家の意見によれば,ケ ンペル
は根本的に日本人を理解していなかった,と い うこと
になる。なぜなら,ケ ンペルは日本人との間に,本 物
の信頼関係を築 くことができなかったか らである。ケ
ンペルがイエズス会の宣教師よりも詳細に 日本の自然
史 〔誌〕を調査 したとい うことは,確 かに否定できな
い。ケンペルが自慢 しているように,彼 は 日本人のも
っ資料を調べ上げる方途を見いだしたのである。だが,
彼は日本の有力者たちを,劇 中の登場人物を観 るよう
に,有力者による豪勢な演出を通 して眺めたのである。
ケンペルは役人や商人や職人 と交際 したが,彼 らの心
情にまで踏み込むことはできなかった。なぜなら,そ
のためには,日本人に或る程度は心を開いてもらわね
ばならないが,外 国人に心を開くことは日本人にはけ
っして許されないからである。いずれにしても,日本
人の気質について叙述 しようと思ったら,日本で活躍
した初期の宣教師たちの言葉を頼るしかない。 という
のも,彼 らは永い間 日本に腰を落ちつけて住み,自 由
な交際を通して住民と知 り合えたか らである。以下に
私が引用する歴史家は,このような優れた情報源から,
中国入 と日本人 とを比較するのに十分なほどの情報を
集めたのであるが,そ こから私は,以 下のように,日
本人に関することだけを引用しようと思 う。とい うの
も,こ の歴史家 自身 も言 うように,こ うした概略であ
っても正確な叙述のほうが,さ まざまな事例を事細か
に掻き集めて日本人の習慣 と我々のそれとの違いを強
調 し,そこから日本人の生活様式が我々のそれと比べ
てまったく逆であるなどと結論づけるよりは,遥 かに
日本人についての理解に貢献するからである。例 えば
「日本人は白を葬式の色だ と考えてお り,祝儀には反
対に黒い衣装を着る。馬に乗 るときは右側から乗るが,
その理由は,こ のような高貴な行為に左足を軸足 とし
てはならないからである。家では正装 しているが,外
出時にはそれを脱ぐ」等々。このような事例は,ただ
の習慣以外の何 ものでもなく,日本人の思想 とは関係
がない。ましてや,そ れらは日本人の心が有する傾向
とはまったく無関係である。ただし,真の内面的性情
はそ うした心の傾向から生まれるのである。
名誉心は日本人のあらゆる行動の原理である。また
一70一
ドイツ啓蒙主義の 日本像に関する各種文献の翻訳(後 編)
名誉心は,日 本人の有するほとんどの徳 目や不徳の源
である。 日本人は率直で,ま じめで,友情に厚 く,ほ
とんど浪費家とも呼べるほど気前がよく,世話好きで,
寛容で,礼 儀正 しく,金持ちになろうとする傾向など
少しももっていない。だから商売を軽視 している。ま
た,そ のような理由から,ま ともな暮らしをしている
民族の うちで,目本人ほど一般に貧しい民族はない。
ただし,これは日本人の有する何者にも服従しない気
質から生 じた貧困であり,徳 と結び付いているがゆえ
に尊敬すべき貧困であって,古代 ローマ人をあれほど
他の民族に卓越 させたその貧困である。普通の日本人
は,最低限必要な物以外,何も所有 していない。だが,
日本人の家は,ど こを見てもとても清潔である。一家
あるじ
の 主 自身も満足しきった顔つきをしてお り,どのよう
な贅沢に対 してもきわめて強い嫌悪感を示す。この豊
かな国の財物は,すべて領主や有力者の手中にあって,
彼 らはこの財物を自分たちの名誉になるように用いる
術を知っている。それ以上の贅沢が行われることはな
い。 この点に関しては,ど れほど裕福な君主国の歴史
にも,日本に勝 る例は見いだされない。そのさい最 も
すばらしいのは,領 主や有力者による財物の独 占に対
して民衆が嫉妬の念を抱かないことである。たとえ身
分のある人士が,不運に見舞われるか皇帝の不興を買
うかして苦境に陥っても,それにもかかわらず,こ の
人士は相変わらず誇 り高い態度を保ち,かつて大いに
ノ ほ
豊かに暮 らしていた頃 と同じように敬意を払われる。
そればか りか,ひ どい貧乏のうちに暮 らしていても,
この人士が身分違いの結婚をするように促 されるよう
なことはけっしてない。身分とは関係な しに,その他
の 日本人も名誉にこだわっている。どれほど身分の低
い 日本人でも,誰かが彼に無礼な物の言い方をしたな
らば,た とえそれが身分の高い人であっても腹を立て
るし,自分は不満を発散する権利があると考える。こ
のような事情から,日本人は各人が他人に礼節をもっ
て接するのである。 日本人の寛容さ,知力の鋭 さ,純
真なる良心,熱 い愛国心,自 分の命を重く考えないこ
と,そ して大いなる胆力,こ れらはすべて,ど の日本
人の顔からも読みとられる性質であり,日本人を駆 り
立てて信 じられないような事業を敢行 させるものであ
るが,これ らについても名誉心の場合 と同じことが当
てはまる。
日本では友人関係に基づ く義務は,婚姻関係に基づ
く権利に勝るとも劣 らない重大な義務である。友人を
助けた り,これを弁護する際には,日本人はどのよう
な危険も恐れない。また,ど れほどひどい拷問にかけ
ても,犯罪人に共犯者について自白させることはでき
ない。例 えば,或 る日本人のところに見知 らぬ人間が
逃げ込んできて,生命や名誉を守ってくれるよう懇願
したとすれば,保護を請願 された日本人は,自 分の身
体や生命や財産を賭す るのであり,その際には結果に
ついて憂慮することもなく,また妻子のことも顧みな
いのである。無用の争いを引き起 こした り,誰かを中
傷 したり,一 日中無駄話をしたりする人は,日本では
悪い印象を抱かれる。 というのも,そ のような人は肝
の小さい腰抜けか,愚 か者 と見なされるからである。
日本では賭博は許されていない。なぜなら,賭博は恥
ずべき行為であり,名誉心のある人間にとってはじつ
に不謹慎な蕩尽行為と見なされるか らである。さて,
日本人は神々を崇拝 しているし,また貢献や権威のゆ
えに敬われるべき人物には敬意を払ってもいるが,そ
のさい3つ の主要な動機,つ ま り神に対する畏敬の念
と,生まれつきの気質,そ して教育の うちでどれが最
も重要な役割を果たしているのかを決定するのは困難
である。だが,こ こでは日本人の,国 主たちに対する
恭順を度外視 しなければならない。 とい うのも,多 く
の場合,日 本人は,た だ国主たちの権力のゆえに,ま
た恐怖心から恭順の態度を取っているにすぎないから
である。だがそれは臣民よりも,む しろ国王たちの責
任なのである。それは,こ の元来が誇 り高く,また自
由を求める傾向があると同時に従順な態度をとったり
時流に従っ'たりする能力もある日本の人民に対 して,
国主たちがあまりに専横的な態度で接 しているためで
ある。
ところが,日 本人はけっして平穏な民族ではなく,
それどころか大変に執念深く,また疑い深い。 日本人
は貧困の中に生活してお り,また生まれつき胆力を備
えているにもかかわらず,驚 くほど自堕落な生活を送
っている。 しかし,日本人を再び正道へ導くことは難
しくない。なぜなら,日本人は道徳的傾向をもってい
るからである。
日本人は元来,敬 度で物覚えがよい。 日本人はたと
え自分に罰を下す ことになる真実であっても,む しろ
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その真実を愛する。人から過失を指摘されれば,そ の
過ちを認め,む しろ自分の義務や過失について教えを
受けたがるのである。それ どころか,高貴な身分の人々
は皆,自 分 自身の信頼できる家臣をもっていて,こ の
家臣は主人にその過失を言上する以外,何 もしないの
である。結局,日 本では人を騙すことが最 も憎まれて
お り,どのような小 さな嘘も死をもって罰せ られる。
日本人は誰も皆,自分の信 じている宗教の掟に従って,
為さねばならないと思 うことを為す。 日本人は正 しい
選択 をすれば,それだけで満足なのである。 自分の利
益のために宗教を偽装手段 として利用する者など1人
もいない。実際,日 本国の神々を信 じてはいないが,
外面的には神々を崇拝 しているような人々でさえ,こ
のような拘束を必要と考えてお り,その理由は秩序へ
の愛,す なわち民衆の怒 りを買 うのではないかとい う
恐れなのである。 日本人が神 を冒涜 したとい う例はな
い。不平を言った りすることもほとんどない。 日本人
はほとんど全員が,ど れほど大きな不幸に見舞われて
も動揺 した姿勢を見せない。 これはなかば奇跡のよう
なものである。父親が彼の息子に対して,顔 色ひとつ
変えず死刑を宣告 したりもす るが,か えってそこに父
親の愛情が窺われる。 これ と同じような事例があまり
にも数多くあるので,日本人は誰 もこのような事例を
気に留めないほどである。敵が自分を捜 していること
を知った人は,敵が現れそ うな場所を故意に1人 で訪
れる。彼はその敵 と言葉を交わし,敵のことを褒めそ
や した りして,そ の敵のために色々と親切にしてやっ
た りもする。ただ し,復讐の意図は一瞬もこの人の頭
から離れない。この人 自身に復讐の機会がなかった場
合には,そ の復讐を果たす責任はこの人の息子に受け
継がれる。これほどの周到さはすべて,確 実に復讐を
果たすとい うただ1っ の最終目的に向けられている。
ちなみに,復讐は普通,高 貴な仕方で果たされる。 日
本人が落ちつきはらって,物 事にこだわらない態度を
見せるときこそ,む しろ最も日本人を警戒しなければ
ならない。
日本人は自分 自身を非常に高く評価する一方で,外
国人をひどく見下している。それは,自 国に対 して強
い敬意を抱いているか らばかりでなく,日本人が他の
助けを必要 としないからでもあり,またこの世では何
も恐ろしいと思わず,死さえも恐れないからでもある。
日本人は大胆な喜びをもって死を見っめ,取 るに足 ら
ない理 由からであっても自発的に死を選ぶ。このよう
に自分の生命 を軽視 しているため,日本人は他人に対
しても一 どれほど身近な血縁者でも例外なく一 残
酷であ り,弱者や病人に対 しては厳 しく,無慈悲であ
る。また日本人は,強 情であるとともに生命を軽視す
ることから,軽率で心変わ りしやすい。 日本人が 「ア
ジアのイギリス人」と呼ばれるのも,理 由のないこと
ではない。
日本では人々の社交は気軽に行われる。 日本人はそ
の物腰 と快活な精神 と或 る種の自由で束縛 を受けない
性格 とのために,巧みな社交家であり,ヨーロッパの
特に交際上手な国とも比肩する。ケンペルによれば,
ポル トガル人が当初この国で商売上の大きな成功を収
めたのも,日本人 とポル トガル人 との双方が同じ生活
様式と気質をもっているためである,と考えられ る。
では何が具体的に同 じか というと,ケンペルによれば,
それは愛想のよい性格,お よび真面 目さと利発 さとが
ちょうどよく混 じり合った物腰である。その他にまた,
日本に渡った初期の宣教師たちの手紙からも,彼 らが
有力者からも身分の低い者か らも同 じように気の置け
ない態度で受け入れられたことが分かる。
最後にこの歴史家は,日 本人の上品で高貴な魂に加
えて,彼 らの心の善良さに言及することで,日 本人に
関する記述を締め括っている。身分の高い一家の主,
すなわち父や夫である者は,彼 らの家臣や妻子に関 し
て,生 か死かを決定する権利をもっている。 しか し,
主人 とその召使いとの関係は,それ とは少 し違ってい
る。確かに,主人は召使いの仕出かした過ちにも責任
を負わねばならず,そ れゆえまた,召使いが主人の怒
りを買ったときには即座にこれを切 り捨てても,その
ような逆上の理由が適法であることを証明できさえす
れば,こ の主人には何の罰も下されないほど,主人は
自分の召使いに対 して大きな権力を有 している。だが
召使いの方は,恐 れからよりも,む しろ主人に対する
愛情からその勤めを行 うのである。 この島国の住民の
魂は,あ ま りにも上品であると同時に優 しい傾向をも
つので,フ ランシスコ ・ザビエルはいつも特別な驚き
を込めてそのことを語っている。例えばザビエルは,
或る手紙の中で,「日本人について語 りだしたら,私は
けっして話 し終えることができない。 とい うのも,日
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本人は本当に私の心の喜びだからである」と述べてい
る。彼の後継者たちもまったく同じように語っている。
そのような昔の使徒 〔宣教師〕たちの1人 が語るとこ
ろでは,キ リス ト教徒になりたての日本人たちは皆,
しるし
ほんのわずかな友好の 印 でも大いに喜んで受け取っ
た。すなわち,赤貧洗 うが如き人々が,一 日中イエス
ズ会のために働いても,イエスズ会の人々が 日本人た
ちの仕事に満足してくれれば,そ れだけでもう十分な
報酬を得たと思っていたそ うである。 これとは逆に,
日本人は少 しでも冷淡 さを表に出してしまったときに
は,そ のことを非常に気に病んでいたとい う。ある宣
教師が日本人の誰かにちょっと親切にしてやると,そ
の人の主人に当る非キリス ト教徒の日本人から感謝 さ
れることさえ往々にしてあった。このような優れた心
情の在 り方は,こ こでもまたイエズス会の宣教師の言
葉によれば,勤 勉さと努力 とによって,将 来 さらに磨
き上げられることだろう。子供に良い教育を授けよう
と心がける両親の熱意も,宗教の教義や倫理学の原理
を人々に教示する聖職者たちの勤勉さも,日本人の優
れた心情に勝 るものではないであろ う。そして,こ れ
と比較 され うるものは,子供が自分たちの存在の創造
者に対 して抱 く愛や崇敬の念,そ して神に仕える奉仕
者に対する聴衆の尊敬以外には,この世には何もない。
キリス ト教の信仰がこのような有徳な傾向を完成 した
のである。
日本人は,上 記のような愛すべき心情の在 り方を有
しているので,彼 らが快い社交の席をかなり好むのも
驚くべきことではない。彼らは互いに交替で客として
招き,その際には節度をわきまえた贅沢をする。だが,
日本人の宴会の最大の欠点は,彼 らが宴会をすばらし
く秩序正 しく,また特別に上品に執 り行 う反面,際 限
もなくもったいぶった作法に従っていることである。
給仕の数は大変なものだが,彼 らがちょっとした言葉
を発するのさえ聞かれないし,わずかな乱れ も見られ
ない。食器は絹の紐で飾 られている。爪 と噛を金色に
飾 られた鳥でなければ食卓には上 らない。その他あら
ゆるものが,こ れ と同じように飾 り立てられている。
一般に客をもてなす席では,音楽が演奏される。っま
り,一言でいえば,目 と耳を喜ばせるもので欠けてい
るものは何もない。とはいえ,ケ ンペルの 日記か ら読
み取られるように,贅 沢な料理を食べ過ぎる心配は無
用であろう。
私がこれまでの記述の大部分を借用 したその歴史家
は,最後に,日本人が神を畏怖する心をもっているこ
とを強調 している。彼の言葉によれば,そ のよ うな神
を畏怖する心は日本人に生まれつき備わっているもの
であり,日本人の有する多くの得難い性質をますます
輝かしいものにするが,そ のような心は想像もつかな
いほど力強く,日本人の中に生きている。 このような
幸福な気質のおかげで,キ リス ト教は日本で永年にわ
たり,驚嘆すべき進歩を遂げた。すなわち,こ の気質
によって,日本ではキリス ト教徒の数 自体 と同じくら
い多 くの聖人が輩出したのである。 日本人の有す る寛
容 さと生命の軽視によって,彼 らの熱心な信仰熱に英
雄的性質が付与 された。キリス ト教史を扱った書物の
中に,その記憶はいつまでも消えずに残るであろう。
日本人は,こ の寛容さと生命の軽視 とい う2っの性質
によって,事 実いつの時代にもアジアのあらゆる民族
に卓越するだろう。 日本人の歴史には,古 代ローマ人
によって遂行 されたきわめて瞠目すべき行為を改めて
目の当りにしたような出来事が,た くさん見いだされ
る。 〔中略〕生命を何とも思わない人々は,彼らの望む
ことは何であれ,すべてこれを実行に移す用意がある。
そしてこのことから,彼 らは戦争の際に,常 に並々な
らぬ苛烈さを発揮するのである。 しかしながら,一部
の文筆家のように,日本人の国が,ち ょうどその国を
取 り囲む海と同じように,絶 え間ない嵐の中にあるな
どと結論づけることもできない。確かに,あ る日本史
研究者の言葉によれば,我 々が16世紀末か ら17世紀中
頃にかけての出来事から日本人の性向を評定 しようと
すれば,日 本人はその好戦的な性格のためにそれまで
外国の侵略に屈することこそなかったが,そ の反面,
日本人の国家は,政 治形態が欠陥を含んでいたことも
あって,常 に変動の渦中にあった,な どと思い込みか
ねない。 しかし,2,3の 政権下の出来事からただち
に,、日本の政治形態には構造上の欠陥があるなどと結
論づけようとするならば,それはちょうど,上述の歴
史家が言 うように,或 る人間が長期にわたって重い病
気に耐え抜いた事実から,「この人は元来,不健康な体
質なのだろう」などと結論づけるようなものである。
さらにまた,帝 国の政治形態に幾つか欠陥があるとし
ても,臣民の側には何の責任もないのである。そして
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この政治形態から混乱状態が生 じても,国主たちへの
忠誠 と服従を最大の美徳 と考えている国民が非難 され
る謂れはまったくないのである。
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観4α κs4θ甥sθ」δθπz6〃44θ刎 ル αη2δs∫∫dzθπ 勿sD2彿なc力θ
励 θ魏'2観,21Bde.,Leipzig1747-1774.本稿 は第11巻(1753)
所 収 の 第36,37章に よ る。
(*)『 日本 切 支 丹 史 』 全3巻(1715)の 著 者,シ ャル ル ヴ
ォア(PierreFrangoisXavierdeCharlevclis,1682-1761)
を指 す 。 彼 はイ エ ズ ズ会 士 と してカ ナ ダ で布 教 活 動 を行 な
い,20年 以 上 に わ た り 『トレブ ー 百 科 事 典』 の 編 集 に も従
事 した 。
訟 沙 汰 に巻 き込 まれ,特 に そ の 晩 年 は 深 い 孤 独 の 中 に あ っ た。
さ らに そ の思 想 の 面 で は,ツ ィ ンマ ー マ ンは 当初,ニ コ ラ
イ や ヴィー ラ ン ト,レ ッシ ン グ,メ ン デ ル ス ゾー ンな ど と の
交 流 を通 して啓 蒙 思 潮 へ の理 解 を示 して い た が,1780年代 末
に は フ ラ ン ス革 命 の影 響 も あ っ て,逆 に 啓 蒙 思 想 家 た ち を 激
しく批 判 す る よ うに な った 。 なお,18世 紀 の最 も重 要 な 哲 学
辞 典 の1つ に数 え られ る ヴ ァル ビ(JohannGeorgWalch)の
『哲 学 辞 典(P履OSOρ肱 納 θsLθ短COη)』を 見 る と,そ の第4版
[Leipzig1775(11726)]では,「感 受 性(Em面ndlichkeit)」
の 項 目で ハ ラー と共 に ツ ィ ンマ ー マ ンの 名 を挙 げ,上 記 の 学
位 論 文 を 参 照 して い る。
とこ ろ で,ツ ィ ンマ ー マ ンが しば しば 所 謂 「通 俗 哲 学 者 」
と し て評 価 され るの は,主 に 本 書 『民 族 的 自負 心 につ い て
(偽2248吻ハ匂'ゴ0κ6夢'∫如たθ)』(11758,41768)および 主 著 『孤 独
につ い て(砺 わθ〃 ∫θE∫〃30〃2々θの 』(4Bde.,1784/85)の成 功
に よ る とこ ろ が 大 き い。 以 下,本 書 で は しば しば 日本 の 事 例
を話 題 に して い る が,こ の よ うな 事例 は 大抵 の 場 合,民 族 的
自負 心 が 否 定 的 影 響 を及 ぼす 実 例 と見 な され て い る。
W.文 人 医学者 によ る 日本 民族 の精 神分析
一J・G・ ツィンマーマン 『民族的自負心
について』(補訂版,1766)
[翻訳と注解:中 澤 武]
【解 題 】 ヨハ ン ・ゲ オ ル ク ・ツ ィ ンマ ー マ ン(JohannGeorg
Zimmermann,1728-1795)は,スイ ス の現 ア ール ガ ウ州,ブ
ル ッ グ(Brugg)に生 ま れ,ベ ル ン とゲ ッテ ィ ン ゲ ン で 医 学
を修 め,ハ ラー(AlbrechtvonHalled708-1777)からは 特
に 大 き な影 響 を受 け た。 例 え ば,ツ ィン マ ー マ ンは ハ ラ ー の
指導 を受 け な が ら論 文 『感 受 性 に つ い て の θ加 吻 δ傭 魏)』
(1751)によ っ て 学 位 を 受 け た し,『 ハ ラ ー 伝 ¢8δθη4θ∫
.磁7㍑"o〃。肋 〃〃)』(1755)はツ ィ ンマ ー マ ン に文 筆 家 と して
の 名 声 を もた ら した 。1768年,ツィ ンマ ー マ ン はハ ノー フ ァ
ー に 招 聰 され てイ ギ リス 王 室 の侍 医 とな り,後 に は ロ シ ア皇
帝 エ カ テ リー ナ2世 の 寵 を受 け,ま た プ ロイ セ ンの フ リー ド
リ ヒ大 王 か ら も病 気 治 療 の 助 言 を請 わ れ るな ど,医 師 と して
名 声 を 博 した 。 だ が,そ の 反 面 で 彼 は,飽 く無 き名 誉 欲 と他
者 へ の あ ま りに 辛辣 な 批 判 癖 との た め に,繰 り返 し論 争 や 訴
[第5章 民族の空想的な古史に基づく自負心につい
て]あ る民族が空想された古代に基づいて抱 く自尊心
とは,そ の民族がその起源 を恣意的に祖先の時代にさ
かのぼって設定することにより,自分に帰する気位の
高さである。
アテナイ人は卓抜な知恵をもっていたが,卓 抜な大
言壮語癖 もまたもっており,自分たちはまるで集まり
さざめく虫どものように群をなしてアッティカの大地
か ら生まれ出た,と信 じており,こ うした起源のゆえ
に,植民地を甚だ しく蔑視 していた。
エジプ ト人は,かつて自分たちはこの世で最 も古い
住人であったと見な してお り,彼 らの言葉によれば,
その帝国は,す でにア レキサンダーの治世をさかのぼ
ること4万8,863年にして成立 し,まず神々によって支
配 され,そ の後は半神たちに,そ れか らようや く人間
による支配を受けた,と い うことである。
日本人も,これ と同様に,自 分たちは神々からの直
系の子孫であると考えている。もしも日本人の先祖は
中国人か何かその他の種族だなどと言 う人があれば,
日本人は最大級の侮蔑を受けたと思 うであろ う。 とは
いえ,日本人は謙虚であるか ら,自分たちの神々の起
源 を特定 してお り,けっしてそれを永遠の彼方に押 し
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や りは しない。
混沌 か ら立ち現れた最初の神 であ る国常立尊(Kuni
TbkoDatSiiNoMikotto;KunitokodatsunoMikoto)は,
他 のあ らゆる国々に先 立って 日本 を創 造 した うえで,
そこに 自らの居 を定めた。 国常立尊は6柱 の後継神 た
ち と共 に,名 状 しがたいほ ど永 い年 月にわたって大空
の神 々の王朝 を創 り出 し,こ の王朝 が 日本 をその保護
下に置い た。 これ らの神 々の うち最初 の3柱 は,ま だ
女性 とい うものを身近 に置 かなかった。 なぜ な ら,そ
の3柱 の神 々は,特 別 な仕方 で子供 を作 ってそれ を生
み 出す術 を知 っていたか らである。 あとの4柱 の神 々
は,自 らのた めに女性 を創造 したにもか かわ らず,子
孫 を生み出す にはこの世な らぬ仕方 を用 いていた。だ
が,そ れ も伊弊諾尊(JsanagiNoMikotto;Izanagino
Mikoto)が石敲(Jsiatadakki;Ishitataki)とい う鳥か ら
女性 との情の交わ し方 を学ぶまでの ことで,伊 弊諾尊
は,ち ょうど後代の我々卑小な人間 どもがそれ以後 し
てい るような仕方で,女 性 と交情 したので ある。 この
わざ
ような業によって同時に,日 本では天上界の英知者た
ちの系譜は終わりを告げた。すなわち,伊 弊諾尊の一
族は,こ のような許 され ざる快い刺激によって,そ の
神々しい性状から堕落したのである。
伊弊諾尊は,そ の祖先 と同じく,天界から地上へ移
り住んだ。伊弊諾尊の息子である天照大神(艶nshioDai
Dsin;艶nsh6da加=AmaterasuOmikami)は,太陽と同
一であり,伊弊諾尊の代に続いて5人 の半神の治める
王朝を築いた。これ らの半神たちの支配は,日本人の
年代計算によれば,合 わせて234万2,467年続いた。 日
本国民はそのすべてが差別なく天照大神に由来する。
また,彼 らの戴く内裏たち(Dairys;Dairis)が強大な
特権をもって 日本国民に君臨しているのは,ただ単に
これらの副皇帝たちが最も古い半神の最も年長の男子
の末喬だからである。この半神半人たちによる王朝の
歴史は,神 道の神官たちによる資料集成に収められて
いるわけであるが,た とえ人が常軌を逸 した想像力を
駆使 してどんなことを考え出したとしても,この王朝
の歴史にはかなわない。 日本では今 日でもなお多くの
町や村でこの王朝のことが想起されてお り,そのよう
な町や村の神殿には,か の英雄たちが用いた剣が恭し
く展示 されている。 〔以下,省略〕
[第6章 民族の誤った宗教から生じる自負心につい
て]日本では,お おむね次のような自負心の表れが見
受けられ る。不受不施(Ju司aFuse;Fujufuse)とい う
教団は前世紀の半ば過ぎに,今上皇帝(Kinseokwo距i;
Kinj6K6tei)という内裏の治世中に解散 させ られたが,
この教団の信者は自分たちを偉大な者であると空想 し
てお り,教団外の人間とつき合えば堕落 してしまうと
いって一般人 との交流を一切避けるほど,自分たちの
神聖 さと清浄 さとについて笑止な思い込みを抱いてい
た。また,神 道 という日本で最も古 く原初的な宗教の
指導者たちは,不受不施教の信者に劣 らず大いなる自
負心を抱いているため,他 の新興宗教の司祭たちから
も一般庶民か らもきわめて注意深 く距離を取って,自
分たちの交際関係を汚さないように心がけている。 し
かも,神道の指導者たちによるこのような態度 とまっ
たく同 じ仕打ちが,仏道(Budso;Butsud6)の司祭た
ちによる神道側への仕返 しとなるのである。
日本の宗教的元首の有する権威は,日 本古来の宗教
と密接に関連している。また,あ らゆる権威が上記の
皇帝たちの古い一族に帰属する一方,あ らゆる権力が
公方様たち(Cubosamas;Kub6sama)に帰せ られて以
来,皇 帝たちの手から真の王権を奪われたにもかかわ
らず,そ の皇帝たちの権威はかえって増大したように
さえ見える。 日本人は皇帝たちを,彼 らの存命中から
すでに,神 のごとく敬っている。 日本の皇帝は,地 面
を自分の足で触れたならばその神聖 さが失われてしま
うと信 じているかのようであり,頭を太陽の光に晒す
のも自分の権威にはふさわしくないと思っている。皇
帝の身体は,そ のどれほど小さな部分でも,あ まりに
大きな神聖さを有するので,彼 は髪も髭も爪も切 らせ
ない。このような不要物は,彼 の就寝中に取 り除かれ
る。なぜなら,日本人の考え方によれば,就寝中に皇
帝の身体が何かを失ったとすれば,それは窃取された
物と見なされ,ま た内裏に対 して窃盗行為が行われて
も,それは内裏の神聖さをいささかも損わないからで
ある。昔の皇帝は毎朝,玉座 に座 したまま,手 足や首
や眼ばか りか身体のどの部分も動かすことなく,数刻
の間じっとしていなければならかったが,こ れは国家
そのものも或る種のまったき静寂を享受するためであ
った。つま り,もしも皇帝がその眼を日本のどこか特
定の地方に向けたならば,そ の途端にこの地方では火
事や飢饒あるいは戦が発生したであろうからである。
一75一
宮島光志,中 澤 武,中 澤孝子,寺 田俊郎
「高貴なる一族」「天界の君主」「神々の息子」などと
い うのは日本の元祖皇帝の尊称だったが,そ の後,内
裏たちの全系譜を通 して,死 を迎えると即座に神々の
r員 に数えられる内裏たちの尊称 となっていた。
このような日本の法王(Papst)の宮廷は,法王その
人にほぼ比肩するほどの貴顕の人士からなっている。
彼 らは,編 篭や蹄鉄その他の品々を作 って売ることに
よって,自 らの威儀を正して,彼 ら自身や内裏の有す
る身分にふさわしくしていられ るのだから,けっして
極端に高貴な人々とはいえない。だが,そ の反面で彼
らは,その家系はそもそも天照大神(T6nshioDaiDsin;
艶nsh6daijin=Amaterasu6mikami)の長男,す なわち
日本の第2王 朝の初代の半神に由来すると考えている。
また,彼 らはそれゆえ,彼 ら以外の卑 しい人間の津ど
もに対しては,ほ とんどイン ドにおける婆羅門カース
トの者がするように遇するのである。
そればか りか,日 本人の中には寺院に仕えていると
い うだけで,そ の他の点ではただの俗人と変わ らない
にもかかわらず,貴 顕の人士と同じように,自分たち
を偉大で神聖かつ清浄であるなどと思い込んでいる者
がいる。そのような日本人が異国人のことをどう思っ
ているか,これは次の例から見て取 られる。
すなわち,かつてオランダ人たちは,死 亡した同国
人を長崎港の沖合いに沈めるよう強いられた。なぜな
ら,日本人は,そ のような死体を彼 らの国土に埋葬す
るのは適切でないと思ったからである。 とはいえ,中
国人以外にはオランダ人だけが,日本人にこの国の片
隅への立ち入 りを一 かなり制限され,ま た強いられ
た仕方によるが一 許可された唯一の国民なのである。
〔以下,省 略〕
[第8章 外国の事情に関する無知から生じる自負心
について]日本人は普通,自国を 「日本(Nipon;Nihon)」
と呼んでいる。 この国名は 「太陽の光」とい うほどの
意味だといわれてお り,日本人が自分たちよりも東方
にいる他民族とまったく知 り合っていないとい う事情
に由来する。 とい うのも,日本人は大地が球体である
ことを知らず,それゆえまた,ど の国も他の或る国に
対しては東方に,ま た別の国に対しては西方に位置す
るとい う事実を理解 していないからである。中国人も
永きにわたって日本人と同じ思い違いをしていたので,
日本列島のことを 「日の昇る国」と呼んでいたのであ
る。
「天下」とい うのも日本の書物に しば しば見られる
日本国の別称であるが,正 式な名称とい うよりはむ し
ろ,日本民族がその虚栄心から自国に与えた比喩的な
名称である。 「天下」とは 「天界の下の国」とい うほど
の意味で,そこから日本人は日本国の皇帝のことを「天
下様」すなわち 「天界の下の君主」 と呼ぶ。 とい うの
も,日本人はかつて自国だけを人間の住む土地 と考え
てお り,ケンペルの時代にもなお,自 分たちだけを人
間と呼び,外 国のことは 「ウマコク」(Uma-kokf)す
なわち 「悪魔と不浄な霊の住処」 と呼んでいたからで
ある。
人間の虚栄心はこのような無知によって養われ,ま
た同 じこの無知が,他 人を蔑視する人の軽蔑心を生む
一方で,他人を軽蔑する人はまた他人からも軽蔑 され
るのである。虚栄心 という観念は,遠 く離れた国々に
おいてだけではなく,隣 り合った民族の場合にも,ま
た同盟関係にある都市の問にも見いだされ る。
このように,国 民は外国の事情について知ることが
少ないほど,ますます 自分を偉いものと考えるように
なるのである。
[第11章祖先の勇敢さについての回想によって,あ
る民族に呼び起 こされる自負心について]日 本人は好
戦的で名望を求める心が強く,また遠大な事業を企て
る傾向のある民族である。 日本人は心の中に,或 る種
の特別な偉大さを有 している。 日本人は生命を軽蔑 し
ているが,自殺 となると,日本ではイギリスやスイス
の場合 よりも遥かに蔑まれる。 日本人の中でも,き わ
めて古くまた高貴な幾つかの家系の末喬たちには,ど
こか上品で威厳 を感 じさせるものがあり,この点で彼
らは他の 日本人とは区別される。そのような日本人は,
すでに幼少のころか ら自分たちの先祖を称揚 しつつ追
慕し,それによって自負心を呼び覚まされるのだが,
これはごく普通のことである。日本人は教育によって,
勇猛かつ大胆な精神 を幼児の柔軟な魂に植えつけよ う
とする。 日本人の子供は,生 まれ落ちてす ぐに戦闘や
戦勝の歌を聴かされる。学校へ通 うようになると,子
供は 日本の英雄たちの著作や,覚 悟の死を選んだ先祖
たちの物語を書き写さなくてはならない。〔以下,省
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略〕
[第17章真の優越性を目指 した民族的 自負心の有
する長所と短所とについて]ユ ダヤ人はかつて,彼 ら
の祖国にこだわるあま り,友人に対する人間 としての
義務さえ実行 しないほどだった。たとえごくわずかで
もオランダ人に敬意や友好の情を示すような 日本人は,
他の日本人から破廉恥漢,す なわち祖国の敵と見なさ
れる。 とい うのも,そのような 日本人は,日 本人でな
い人間をすべて排 して自分の祖国だけを愛している,
とは言えないからである。たとえほんのわずかでも異
人に好意を感 じるならば,それは日本の国益にもそぐ
わず,皇 帝の御意にもかなわず,日 本の神々の意志に
もふさわ しくなく,ま た,日本人の良心を促進するこ
とにもな らない,と 日本人は信 じている。この点で日
本人は,旧 約のユダヤ人に似ていなくもない。〔以下,
省略〕
[訳注]出 典:JohannGeorgZimmermann,%η4θ〃21胞'∫oηα1一
ε`01zθ.Neuedurchausverb.Au且.,Wien1766(11758).
V.ヘ ル ダーの 人 間学 一歴史 哲学 に お ける
日本 への 関心[翻 訳と注解:寺 田 俊郎]
1.『 人 間 の 魂 の 認 識 と 感 覚 に つ い て 』(1774)
【解題 】ヨハ ン ・ゴ ッ トフ リー ト・ヘル ダ ー(JohannGottfhed
HerdeU744-1803)は,この 論 文 をベ ル リン ・ア カ デ ミー の
懸 賞 問題 へ の解 答 と して構 想 した。
ヘ ル ダ ー は す で に 『世 界 形 成 の 普 遍 史 』(翫 卿7sαム
gθ30耽〃'84〃B∫1伽ηg4〃晩1∫,1766)の中で 「中 国 と 日本 の 政
治 」 を扱 っ て い た が,そ の 著 作 の 計 画 が初 め て 表 明 され た の
は,ケ ー ニ ヒスベ ル ク か ら海 路 で ナ ン トに 向 か う旅 の 日記,
す わ な ち 『1769年の我 が 旅 日記 』(力%㍑ αZ〃2卿〃1観 ∫θゴ〃1
力 〃1769)にお い て で あ る。 こ の 日記 は生 前 に は 出版 され な
か った が,ヘ ル ダ ー の個 人 的 な記 録 で あ る と同 時 に,「 シ ュ ト
ル ム ・ウ ン ト ・ ドラ ン ク(疾 風 怒 涛)」 の文 献 資料 で も あ る。
そ の 日記 の 中で ヘ ル ダー は,人 間史 の構 想 を 中 心 に据 え た思
想を展開 している。すなわち,「今 日に至るまでの歴史の起源,
進展,変 遷について文献を研究するには,何 と壮大な歴史だ
ろう。〔中略〕人類,人間精神,世界の文化を,あらゆる空間,
時間,民族,諸力,融合,形態にわたって主題とする仕事は,
どのようなものだろう。〔中略〕フランスの世紀,イ ギリス,
オランダ,ド イツの情勢,中 国と日本の政治,新 世界の自然
学,アメリカの習俗,な ど。 一 大きなテーマ:す べてのこ
とが生起するまでは,人類は過ぎ去りはしない。啓蒙の霊が
世界に隈なく行き渡るまでは。世界形成の普遍史」と宣言さ
れている。カピッツァによれば[万E,H-598],ド・ギーニュ
(deGuignes1721-1800,フランスの中国 ・東洋学者で,ル
ーブル美術館の古美術管理官)を はじめとする名前が見られ
ることか ら,ヘルダーがすでにこの分野の関連文献に精通 し
ていたことが窺える。
ところで,ヘルダーは後に『人間史の哲学』(P履o∫o助∫θ48γ
G6s6耽漉4θ7漉〃so肋θ∫の でもさらに展開されることになる
この 「人類の普遍史」とい うテーマを,本作品でも改めて取
り上げている。この作品は1774年にアカデミーに送られたが,
賞に輝 くことなく,1778年に加筆の うえ出版 された。そこに
は,中 国人と日本人の異なった生き方や感じ方に関する叙述
が含まれているが,カ ピッツァによれば[JiE,II-616],その
典拠を特定するのは難 しい。両民族の違いは,す でに最も早
い時期の報告でも強調 されており,しかもヘルダーは多読で
あったので,そ うした叙述の直接の典拠を明らかにするのは
困難なのである。だが,例 えば,ヘルダーがフランス人のイ
エズス会士デュ・アル ド(DuHalde1674-1743)の中国書(『中
国帝国全誌』と推測される。同書には多数の翻訳や翻案があ
り,当時の哲学や思想に影響を与えた。)を所蔵 していたこと
は 「ヘルダー蔵書目録」(窺∂〃o魏θ6α」%4θ7ゴ侃α,Wbinar1804)
から明らかである。
人類 は さま ざまな集 団,す なわ ち民族,都 市,家 族
に分かれ るが,そ れ らはみな必ず1つ の感 情の領域,
1つの風 土,1つ の生活様式 の中で親密 に生 きている。
1つの先祖 の息子達 であ り,同 じよ うな心身のつ く り
であ り,し たがってまた,似 か よった考 え方 をす る。
アラ ビア人 とグ リー ンラン ド人 の,柔 和 なアメ リカ ・
イ ンデ ィアン と冷酷 なエ スキモーの住む世界 は,ど れ
ほ ど違 うこ とであろ う。彼 らの体格,食 物,、教 育,彼
らか ら受 ける第一印象,そ して彼 らの感情 の内的構造
は,ど れ ほ ど違 うこ とで あろ う。そ の感情 の構造 の上
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に,思想の構造と,それら2つの現れである言語が成
立する。岩石,峡 谷,地 震に囲まれた荒れた土地や,
恐ろしい海や火山のそばに住む民族の宗教 と道徳 とは,
常に荒々しく驚嘆すべきものであることが分かってい
るが,こ れは,彼 らの感情 とそれに適合 した思考の現
れである。 日本には,隣 の中国 と比べて,何 という生
き方 と感 じ方 とがあることだろ う。E1本の考え方は
元々その天 と地,そ の生き方 と統治,そ の山と海の娘
であり証人である。それは,中国の言語 と教えが窮屈
な習歩紐と規則の娘であるのと,同 じことである。無
為の東洋人は,ヨ ーロッパ人が発見 と知識を求めて旅
をするのがどうい うことか,理解できないのである。
〔以下,省 略〕
[訳 注]出 典:JohannGottfhedHerde蔦 乙励 θ7sE7θ々%瑠η
観4E〃zメ吻 伽 伽46γ 膨 〃so鷹 伽Sθ θ∫θ,in:S4甥孟珈 θ 晩 伽,
hrsg.von.B.Suphan,Bd.8.
2.『人間史の哲学の構想』(1784/91)
【解題】ヘルダーは1774年,匿名で 『人間形成のためのもう
1つの歴史哲学 一 今世紀の多くの寄与への寄与』(4曜加 伽
P励oso卿64θ706∫c碗o漉2%7砿4観94θγ1吻%s6肋θゴムB碗鋼㎎2π
";1θ」ε〃8の莇麺θη4θs知励 πη4θ漉,1774)とい う著作を公表した。
これはヘルダー最初の歴史哲学の著作である。その表題の意
味するところは,「これもまた1つ の歴史哲学」ということで
あり,直線的な人類の進歩の頂点にあると自認 していた合理
圭義的な啓蒙の歴史観に対 して,数 ある歴史観の1つ に過ぎ
ないとはいえ,1つ の代案を対置するというわけである。 と
ころで,カ ピッツァによれば[みE,II-702].ヘルダーの考え
る歴史の担い手は,神 の隠された救済計画を敬虞に信 じるこ
とによってのみありうべき完成に到達できる個々の人間であ
り,「啓蒙」はヘルダー自身の時代に縛られたものではなく,
あらゆる文化と時代を通じて達成されるのである。すでに前
出の 『我が旅 日記』に萌芽の見られるこの考えは,『構想』に
おいてさらに発展 していくことになる。
だがヘルダーは,日本に関する精緻な資料研究を行 うこと
はできなかったようである。同じくカピッツァによれば[ノ辺,
II-702],彼がもっぱら参考にした文献は,ケ ンペルからの抜
粋を含む 《水陸旅行双書》(本編の第3節 を参照)とシャルル
ヴォア(本 編の第3節,注(*)を参照)の 著作である。この
『構想』における日本の扱いは,文 化の複数性から発 して諸
民族からなる大家族に至るとい うヘルダーの歴史哲学の構想
が説得力をもつだけに,期 待はずれのものであって,ヘルダ
ーの人間学が総 じて情熱的であるのとは著 しい対照をなして
いる,と カピッツァは否定的な評価をしている。
〔第2部,第6巻 〕[n.地球の背骨であるアジア地方
の諸民族の成 り立ち]中 国人は,地 方や生活様式の著
しい相違はあるものの,明 らかに東方型の顔をしてい
るが,そ れはモンゴル高原で最も際立っている。その
モンゴル的な幅の広い顔,小 さくて黒い目,丸い鼻,
薄い髭が,他 の国ではもっとやさしい丸みを帯びた形
態になって,そ の風土に独特のものになっているので
ある。そ して中国人の趣味が不体裁な諸器官の結果で
あるのは,中 国の統治形態と教えとが専制 と野蛮をと
もなっているのとまったく同 じであるように思われる。
日本人は中国文化に属する1民族であるが,お そ らく
モンゴル系であり,ほ とんど例外なく発育が悪く,大
きな頭,小 さな目,丸い鼻,扁 平な頬で,ほ とんど髭
はなく,脚はたいてい曲がっている。その統治形態と
教えは暴力的な強制に満ちてお り,ただこの国にだけ
すっか り適合 している。専制の第3の 様式はチベッ ト
を支配 している。チベ ットの宗教的な勤行は,遥 か未
開の草原地方にまで及んでいる。
〔同,第8巻〕[1.人間の想像力はどこでも有機的で
風土的であるが,どこでも伝統によって導かれている]
我々の地球を囲んで実在する虚像の国ともい うべきこ
うした想像の王国を遍歴する気のある人がいるとすれ
ば,私 はその人に冷静な観察の精神を望むであろ う。
その精神 とは,まず,〔民族的な特徴の〕一致と血統の
仮説にとらわれないで,ど こでもまったく自分の土地
にいるようにし,また隣人のいかなる愚かさをも教訓
に富んだものにすることを知っている精神である。私
が特に記さなければな らないのは,夢想する民族の生
ける幻の国から得られた,若干の一般的な知見である。
1.このような国では,ど こでも気候 と民族の特徴が
見 られ る。グリーンランドの神話をイン ドの神話と,
ラップラン ドの神話を日本の神話 と,ペルーの神話を
黒人の神話 と組み合わせてみるがよい。創作する魂の
完全な地理学になる。バラモン教の祭司は,ア イスラ
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ン ドのヴォルスパ伝説を読み聞かされても,ほ とんど
何 も思い描 くことができないであろ う。同じように,
アイスラン ド人もヴェーダを訳の分 らないものと思う
であろう。 どの民族にもそれぞれの表象様式が刻みつ
けられているが,それはその民族に固有のもので,そ
の天 と地に和 しており,その生活様式から発 して祖先
から代タ受け継がれてきたものであるだけに,い っそ
う深く刻みつけられているのである。外国人が最も驚
くとき,彼 らは最もはっきり理解 していると信 じてい
る。外国人が笑 うとき,彼 らはこのうえなく真面 目で
ある。イン ド人によれば,人 間の運命は脳に書き記さ
れてお り,その微細な搬は宿命の書の判読できない文
字を表している。ある民族のきわめて恣意的な概念や
憶見は,往 々にしてこのような絵空事,心 身に固く結 ・
びついた空想に織 り込まれている図柄なのである。
2.それはなぜであるか。これ ら各々の人間の群が自
ら神話を発明 し,それで神話をいわば所有物のように
愛 しているのであろうか。そ うではない。彼 らは神話
の中の何事も発明 してはいない。それを継承 したので
ある。彼 らが独自の熟慮によってそれを完成したとす
れば,独 自の熟慮によってそれを漸次,改 善すること
もできるであろう。しかし,この場合はそ うではない。
〔以下,省 略〕
[皿.人類の実践的悟性は,ど こでも生活様式の要求
のもとで発達した。だが,そ れはどこでも民族の精神
の精華,伝 統と習慣の子である]世 間では,地 球上の
民族を狩猟民,漁 携民,遊 牧民,農 耕民に区分し,こ
の区分に従って,そ の文化の中での身分のみならずそ
の文化そのものを,あれこれの生活様式の必然的帰結
として規定するのが慣例である。まずこの生活様式が
自ずからはっきり規定されるならば,結 構であろう。
しかし,生活様式はほとんど地方ごとに異な り,多く
は非常に錯綜していて,純粋な分類を適用するのがき
わめて難 しくなる。クジラを射ち,トナカイを狩り,
アザラシを屠るグリーンランド人は漁携民であり,狩
猟民である。だが,黒 人が魚を捕った り,アンデスの
荒野のアラウカ人が狩 りをするのとはまったく違 う仕
方によっている。ベ ドウィンとモンゴル人,ラ ップ人
とペルー人は遊牧民であるが,ベドウィンがラクダを,
モンゴル人がウマを,ラ ップ人が トナカイを,ペ ルー
人がアルパカとラマを牧養する様子は,それぞれいか
に異なっていることであろ うか。 ウイダの農民と日本
の農民は,イ ギリス人 と中国人が商売において異なる
のと同じく,似ても似つかないのである。
〔第3部,第ll巻〕[II.コーチ ・シナ,ト ンキン,ラ
オス,朝鮮,東タタール,日本]人類の歴史を見れば,
ある国が卓越 した文化の段階に達すると隣接地域一円
にも影響を及ぼした,と いうことは否定できない。そ
れゆえまた,中 国民族も,非好戦的でその政治体制は
内向的であったにせよ,や はり周辺の広い領域にその
影響を及ぼ したのである。〔以下,省 略〕
そ うした中で,中 国人が 自らの精励の最大の好敵手
を育てた島国,そ れが 日本である。 日本人はかつて未
開人であ り,その好戦的で勇敢な性格か らして,じつ
に剛健で気性の激 しい未開人であった。 日本人が文字
と学問,手 工業と技芸を学んだその民族 〔中国人〕 と
の近隣関係と交流を通 じて,日 本人は,多 くの点で中
国に匹敵 し,あるいはそれを凌駕する1つの国家を形
成 したのである。もっとも,この国民の性格か らして,
その政治は宗教と同様いっそ う厳格で苛酷であり,ま
た,ヨ ーロッパで急速に生 じているような洗練された
学問への進歩は,中国と同様,日本でも考えられない。
しかし,この国の知識 と風習,農 耕や実用技術におけ
る精励,商 業と海運,そ の国家体制の生硬な壮麗さと
専制的な秩序ですら,打ち消 しがたい文化の段階に達
しているとすれば,こ の堂々たる日本は中国人のおか
げでそれに到達したのである。この民族の年代記は,
未開人であった日本人が中国に渡来し,未開の島国に
適合して独 自に成長し,〔やがて〕中国から離れて発展
した時代を記してもいる。 しか し,日本人の文化を支
えているあらゆるもの,いや諸技芸の改作それ 自体に,
中国が起源であることが明らかに認められるのである。
さて,こ の民族がさらに進んで,向 いの西海岸に広
がるアメリカの開化 した2つ 国の うち,一 方の国の文
化に影響を与えたかどうかは,判 定するのが難 しい。
開化 した民族が西側からアメ リカに到達 したとするな
らば,中 国人か日本人の他にはまずあ りえないであろ
＼
う。中国の歴史が,そ の政治体制に従って,き わめて
中国流に編集 されねばならなかったのは,と にかく残
念なことである。それはあらゆる発明を歴代の王に帰
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している。それは自らの国を越えた世界を忘れており,
王国の歴史としては,残 念ながら,教示に富んだ人類
史とはとてもいえない。
〔同,第13巻〕1つ の国を望み通 りに知ることができ
ないまま立ち去る彷裡い人のように,そ うした未練の
思いで,私 はアジアを後にする。我々がアジアについ
て知っていることは何 と少ないことか。それも,大抵
は何 と最近の時代の,何 と不確かな筋の情報であるこ
とか。東アジアは,宗 教家や政治家を通じて最近にな
《)て初めて我々の知るようになったばか りで,ヨ ーロ
ッパの学者によって部分的に混乱させられているので,
我々はその大部分をまだお伽の国であるかのように眺
めているのである。 〔以下,省 略〕
[1.ギ リシャの地勢 と住 民]イ ギ リスを ドイツ と比
較 してみ るがよい。イ ギ リス人 は ドイ ツ人 〔と同 じ〕
である。確 かに,ご く最近 にまで,ド イツ人 は最 も重
要 な事柄 にお いてイ ギ リス人 の模範 になってきた。 し
か し,島 国であるイ ギ リスは早 い時代 か ら他 国よ りも
普遍的精神 を働 かせ るよ うになったので,こ の精神 は
この島国にお いて他国 よ りも鍛 え られ,困 窮 した内陸
の国には望むべ くもない堅 固 さに容易 に達す るこ とが
できた。デ ンマー ク諸 島,オ ランダや北 ドイ ツはもち
ろんの こと,イ タ リア,ス ペイ ン,フ ランスの海岸地
方 について も,ヨ ー ロ ッパ のスラヴースキタイ諸国 な
どの内陸地方,す なわ ちロシア,ポ ー ラン ド,ハ ンガ
リーな どと比較すれば,同 様の事情 に気づ くだ ろ う。
優 れた地勢 に恵まれた島,半 島,海 岸では,大 陸の国
の一律 で古い法制の圧 迫の下では生 じ得なか った よ う
な,努 力の精神 と自由な文化が生 じた とい うことを,
旅行者 はあ らゆ る海 に面 した地方で見て きたのであ る。
(注1)〔以下,省 略〕
(注1)マレー人やアジアの島々の住民 と大陸の国を比較 し
てみるがよい。 さらに日本をも中国と,ク リル諸島やフック
ス島の住民をモンゴル人 と対比してみるがよい。ボアン ・フ
ェルナンデス諸島,ソ コ トラ島,イ ースター島,ビ ロン島,
モルディヴ諸島,その他。
〔同,第15巻〕[H.自然のあらゆる破壊力は,時間の
経過とともに,保存力に屈服するだけでなく,それ自
体も最終的には全体の形成に役立たねばならない]ア
メリカの未開人ですら,自らの経国の術 をもっている。
しか し,それは何と限られたものであることか。 とい
うのも,それは個々の種族には利益をもたらすが,民
族全体を没落から守れないからである。多 くの小民族
が互いに衝突 し,消耗 して しまった。他の小民族は衰
退し,ヨーロッパ人の天然痘,ブ ランデー,所 有欲な
どとの悲惨な戦いによって,そ の多くもおそ らく同様
の運命 を辿るであろう。アジアやヨーロッパにおいて
国家の体制づくりが技巧的になればなるほど,国家は
その分,そ れ自体で確立 し,他国との密な共同関係の
基礎 を固め,その結果,他 国なくして崩壊することは
あ りえないのである。 中国もそ うであるし,日本もそ
うである。自らの深いところに基礎をもつ古い建造物。
ギリシャの体制はいっそ う技巧的であり,その卓越 し
た共和国は,政 治的な均衡 を求めて,数 世紀の永きに
わたって戦ったのである。共通の危機が彼らを一致さ
せ,そ の一致が完全なものだったならば,こ の強壮な
民族はピリポスとローマ人に対 して,か つてダ リウス
やクセルクセスに打ち勝ったように,立 派に対抗でき
たであろう。近隣のあらゆる民族が拙劣な経国の術 し
かもたなかったというだけで,ロー マは有利になった。
それ らの民族は別個に攻撃され,別 個に征服されたの
である。ローマも同様の運命を辿った。その経国と戦
争の術 とが衰えたのである。ユダヤやエジプ トも同様
の運命であった。国家がよく整っているならば,い か
なる民族も,た とえ敗北 したとしても没落はしない。
それは中国自身が,そ のあらゆる失敗によって実証し
ているとお りである。
〔第1部 と第2部 への補遺 〔_〕,第6巻〕[冊.前述
の民族の絵図に基づく認識,推 論,願 望]諸 民族の正
確な描写は,残 念なが ら,非常に新 しい発明なのであ
る!と い うのも,誰が例えばブ リーの絵図や,古 い
木版画や銅版画を頼 りにできるであろうか。それ らは
明らかに真実の精確 さを素通 りして,驚 異的なものや
珍奇なものか美 しいものを求めたか らである。そして,
嫌になるほど繰 り返 された民族の記述は,た いてい嘘
八百の古い書物に基づいてお り,そのような書物は無
数に列挙することができる。フォルスターが注意 して
いるように,ホ ッジのタヒチの絵画でさえ美化されて
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いるとすれば,誰 がブルイン(ル ・プラン)や その他
の,あ りのままの真実を求めることがいまより遥かに
少なかった時代の人々を,信用することができるであ
ろうか。美化 された動物学はその目的に反 している。
美化 された人間学も同じことである。
2.また,衣服や服装 といったものではなく,身体の
形態,す なわち真実がこのような描写の主要部分にな
'りうる
。ゲオルギのロシア民族の叙述はとても貴重な
'ものであるが,男性的な趣味をもった読者の誰が,そ
の多彩な衣服 〔の叙述〕に傾注 された努力が,肢体の
正確な比率に傾注 されるよう願わないであろうか。ク
ックの最初の旅行におけるニュージーラン ド人や,第
3の旅行におけるウナラスカの首領のような人物が,
もっと大勢いてくれたな らばどうであろうか(ゲ オル
ク ・フォルスターが自分の旅行を通 じて人間の描写を
してくれていないのは,あ ま りにも控え 目である)。
〔その場合,〕地球上のほぼすべての民族に接近 した り,
あるいは彼 らを手中に収めてもいる商業国は,中国人
や 日本人,イ ン ド人や東方の諸島の民,さ まざまな種
族の黒人,さ まざまな民族や地方出身のアメリカ人の
真実の姿を記述 して我々に示すために,自 分たちの暇
な時間を幾らかは活用することであろう。そ うすれば
我々は,地 球の生きた観相学と人間学を手に入れるこ
とができるであろう。〔以下,省 略〕
[訳注]出 典:Ders.,洞8θη2躍P履o∫励fθ487Gθsoh励'θ4θγ
醜 ηsoみぬ8鉱勿'34〃2'あ6みθ口た娩8,hrsg.von.B.Stlphan,Berlin
1877-1913,M13/14.なお,本 稿 の 訳 出 に 当 って は,そ の 全
訳 で あ る鼓 常 良訳 『人 類 史論 』(白 水 社,1948/49)を参 照 し
た。 ま た,解 題 で 言 及 した 『人 間 形 成 の た め の も う1つ の 歴
史 哲 学 』 の 全 訳 が,登 張 正 實 責 任 編 集 『ヘ ル ダー ・ゲ ー テ 』
(『世 界 の名 著 』 第38巻,中 央 公 論 社,1979)に 『人 間性 形
成 の た め の歴 史 哲 学 異 説 』 と して 収 め られ て い る。 この 訳 文
と解 説 も参 照 した 。
〔W・シ ュナ イ ダー ス編 『啓 蒙 主義 辞 典 一 ドイ ツ と
ヨー ロ ッパ 』,ミ ュ ンヘ ン,1995,462頁〕
【関連文献の紹介】 [担当 寺田 俊郎]
WbrnerSchneiders(Hrs替),L8短々oπ虎7∠4瞬 読7%㎎r
P6跳oみ伽 伽 η4Eκ名ρρα,Mnnchen1995,462S.
細々とカン トを読んできたが,い っもテキス トの読みに
汲々としている私は,カ ン トの使 う概念の歴史的背景を十分
に顧慮 してきたとはとてもいえない。それは自覚 していたし,
もっ と勉 強 しな ければ と感 じて いた が,こ の辞 典 の
Autonomie(自律),Gesetzgebung(立法),Klugheit(怜倒),
Mnndigkeit/Emanzipation(成年/解 放),RechtundMoral(法・
権利と道徳)な ど,カ ントに縁の深い項 目を読んで改めてそ
れを痛感した。カントへの/か らの影響とい うカン ト中心の
記述ではなく,それぞれの概念が当然もっている歴史的 一社
会的な広が りの中に置き直 して見ると,とても新鮮な印象を
受ける。私にとって有り難くもあり,面白くもある辞典であ
る。
編者の前書きには次のように述べられている。「啓蒙」を諸
問題と戦 う万能薬と見る者もあれば,近代の諸悪の根源 と見
る者もある。だが,啓 蒙をめぐって2っ に分かれる議論を有
意義なものにするためには,啓 蒙を,すなわち,自 ら 「啓蒙
の時代」と称した時代を根本的に知らねばならないのである。
この辞典の狙いは,啓 蒙の時代の入門書として,ま た参考書
として役立っことであり,そのための基本方針は次の2つ で
ある。第1に,ド イツの啓蒙 〔主義〕に焦点を合わせ,そ の
背景としてのヨーロッパの啓蒙もできるだけ含める。第2に,
啓蒙の叙述は思想史にも社会史にも還元することはできない
ので,実 学や文化現象もできるだけとり入れる。
さらに前書きには,多 くの短い記載事項ではなく内容のあ
る項目を提示 し,専門用語は大幅に放棄し,学術的な註は原
則として放棄する,と述べられている。まさにそのとおりで,
項目の1つ1つ が充実しかつ簡潔な読み物になっている。例
えば,項 目 「啓蒙(Aufklarung)」の内容を見てみよう。この
項目はちょうど2ページで約700語であるが,他 の項 目もほ
とんどが1か ら2ページの分量である。以下,こ の項目の評
者による要約である。
`Aufklarung"はドイ ツ語 独 特 の造語 で あって ,動 詞
"aufklaren"(〔空が〕晴れる)とい う天気に関する自動詞的な
いし再帰動詞的用法に発するが,遅 くとも17世紀には,他 動
詞的でメタファー的な用法が表れ,そ れがやがて 「悟性」に
関して用いられるようになった。名詞 としての用法は,1691
年の 「悟性の啓蒙(Aufklarungdes驚rstandes)」が初出だと
思われる。それ以前にも,形容詞の「啓蒙 された(aufgekl註rt)」
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は,ラ イプニッツが用いたフランス語の"6clair6"と同じく,
すでに用いられていた。その後1世 紀かけて流行 したこの語
は多義的であ り,啓蒙運動への批判はそ うした啓蒙の定義を
問 うことか ら始まった。フランスでは18世紀は 「光の世紀
(siecledeslumieres)」,啓蒙は単に 「光(lumieres)」と呼ば
れるが,こ れは中世以来の 「光」のメタファーに由来する。
このように,思想運動としての啓蒙それ自体を表す概念はな
く,啓蒙を推進する人々も 「啓蒙主義者」とは呼ばれていな
かったことから,フ ランスの啓蒙運動は自覚的ではなかった
よ うにす ら見える。これは,17世紀後半には 「啓蒙す る
(6clairer)」という語が用いられ,1700年頃にはすでに 「啓
蒙された時代(siecleeclaire)」という概念が成立していただ
けに,い っそう驚 くべきことである。それに対してイギリス
では,「光」という啓蒙のメタファーはほとんど役割を演 じず,
む しろ19世紀になって初めて,ド イツ語とのアナロジーで
"theageofenlightenment"という概念が成立 したのである。
このように,「啓蒙」は ドイツ語から始まり,ヨーロッパ各国
でのさまざまな差異を標準化する概念であって,あ くまでも
制限つきで用いられなければならない。だが,類似の諸問題
(偏見や迷信などと闘い,宗 教や社会などを批判 し,改革す
ること)に関わ り,その解決には明晰判明な認識 と洞察を拡
張する必要があった限 りで,こ の概念が妥当するのである。
さて,本 書では 「日本(Japan)」も項 目として取 り上げ ら
れている(担 当は高橋輝暁)。それによれば,日 本は,16か
ら17世紀にイエズス会,17世紀以降は東インド会社によって
ヨーロッパに知られるようになったが,特 にケンペルの影響
が大きかった。17世紀からは漆器,着 物,陶 磁器などの工芸
品を通じて,日本像が形成された。また,迷 信と闘 う中で 日
本の宗教に関心が集まり,べ一ルは,日 本の宗教に迷信の実
例 と宗教的寛容の精神を見たし,デ ィドロやヴォルテールは
儒教に理性道徳の理念を見たのである。 レッシングも日本人
の精神を題材 とする劇作を試みたし,モンテスキューは儒教
と日本の法律との関係について見解を述べている。そのモン
テスキューは日本を専制国家 と見なしたが,ク ラウディウス
は合理主義的な儒教によって律せ られた領主,つ まり啓蒙 さ
れた領主を想像したのである。このように,ヨーロッパの日
本像はあるときはユー トピアとして,あ るときはヨーロッパ
の欠陥に対する当て擦 りとして機能 したのである。こうした
ケンペルに由来する肯定的な 日本像は永く受け継がれたが,
西洋が中国や日本よりも文化的に優位にあるとい う考えも一
般的であった。他方,鎖 国政策についても議論があって,例
えばカントは,中 国や 日本の鎖国を擁護 した。そしてケンペ
ル以降,(同じく商館医であった)ツー ンベ リやシーボル トの
著作によって,日 本に関する知見が広められることになる。
ちなみに,本書の執筆者一覧によれば,大 多数を占める ド
イツ語圏の執筆者以外にも,欧米各国か ら若干の研究者が参
加 している。なお,編 者のW・シュナイダースはミュンスタ
ー大学の哲学教授で,本書と同時期の著作に,DasZeitalterder
Au}kllirung,Munchen1997がある、
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